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3 ストロング ポ ジ
ション
相手の重心へ体重をかける。 両足が常に前後している状態の継続「ドライブ」
4 引っ張らず押す 引っ張ってもボールは取れない。 ボールの獲得以上に地域の前進が重要「ドラ
イブ」
5 顔を相手に近く 十分に力が伝わるように。 4同様地域の前進が重要「ヒット」
















































































29 生徒への声がけ 3回NGなら次はGOOD job。 美点凝視で「モチベーションアップ」
30 指導員 目一杯一生懸命楽しそうなところを見せよう。 指導員と同様「楽しむ」
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